平成２６年度の事業計画書

平成25年12月1日から平成26年11月30日まで

特定非営利活動法人アンダーウオータースキルアップアカデミー
１　事業実施の方針
· 以下の事業を確実に実施することを目標とする。

２　事業の実施に関する事項

特定非営利活動に係る事業
	事　業　名
	具体的な事業内容
	(A) 当該事業の実施予定日

(B) 当該事業の実施予定場所

(C) 従事者の予定人数
	(D) 受益対象者の範囲

(E) 予定人数
	事業費の予算額
(千円)

	1 ダイバーのダイビング技術向上に関する事業
	ダイビング技術向上の為の勉強会の開催・運営支援
	(A)H25年12月・26年11月

(B)順天堂静岡病院 

(C)5人


	(D)医療関係者・救急救命士・潜水指導者

(E)80人 
	100


	
	ダイビング技術向上の為の勉強会（潜水医学セミナー）の開催・運営支援
	(A)H26年2月

(B)小田原市民会館

(C)1人


	(D)潜水指導者、医療関係、関係各署

(E)200人
	20

	
	ダイビング技術向上の為の勉強会の開催・運営支援
	(A)H26年6月

(B)伊豆海洋公園

(C)2人


	(D)伊東市の潜水指導者、関係機関
(E)50人
	100

	2 水中考古学に関する事業
	
	本事業年度は実施予定なし

	
	0

	3 水辺の保全に関する事業
	環境の保全を図るための地域の水中清掃を実施
	(A)H25年12月

(B)神奈川県芦ノ湖

(C)4人
	(D)水辺を利用する市民

(E)20人
	30


	4 水難救助等に関する事業


	水難救助に必要な技術向上のための訓練を開催
	(A)H26年3月

(B)伊豆海洋公園

(C)2人


	(D)水難救助の技術向上を目指す潜水指導者

(E)20人
	100


	
	海上保安庁と合同で水難救助訓練を開催
	(A)H26年6月

(B)伊豆海洋公園

(C)8人


	(D)一般市民

(E)不特定多数
	60

	5 地域の安全を援助する事業
	伊東市の安全安心フェアにて被災地での活動報告を行なう。
	(A)H26年1月

(B)伊東市役所

(C)5人


	(D)安全安心フェア参加の市民

(E)不特定多数
	60

	
	伊東市内の関係機関と連携をとり、水難救助体制を構築する。
	(A)通年
(B)伊東市内の関係機関
(C)2人


	(D)一般市民

(E)不特定多数

	80

	6 地域の観光の振興に関する事業
	宮城県気仙沼市で海上のクリスマスツリーイベントの支援を行なう。
	(A)H25年12月

(B)宮城県気仙沼市唐桑

(C)5人


	(D)東日本大震災の被災地の市民

(E)不特定多数
	400
	

	
	被災地の子供たちを招待してスノーケリング教室を開催する。
	(A)H26年8月

(B)伊豆海洋公園
(C)5人
	(D)東日本大震災の被災地の市民

(E)不特定多数
	200

	7 海浜資源の保全と有効活用等により漁村の振興を援助する事業
	東日本大震災で被災した漁港の復興支援活動を継続して行う。
	(A)H26年5月、9月

(B)宮城県気仙沼市唐桑

(C)3人


	(D)東日本大震災の被災地の漁村

(E)不特定多数
	300


	8 職業能力の開発及び労働災害等雇用環境の整備支援に関する事業
	労働災害保険加入に関する勉強会を開催する
	(A)H26年6月

(B)富戸コミュニティセンター

(C)2人

	(D)労働災害保険加入を希望する潜水指導者

(E)30人
	30
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